
和歌山市立紀伊幼稚園

ゆめ 重点目標 取組の状況

・園舎内外において、四季（草花や生
き物など）を感じられるように環境を
見直したり工夫したりする。

色々な場で四季を感じられるよう、季節の花や草花を育てている。また、
子供達が、その草花を使って自由に遊ぶことができるよう、環境を整え、見
直している。今後も子供達が四季の変化に気づけるよう取り組んでいきた
い。

・四季折々の野菜や植物を育て、友達
や家族と一緒に食べる楽しさを味わっ
たり、成長を喜んだりできるようにす
る。

収穫した野菜を園で調理して食べたり、家庭に持って帰ってもらったりして
いる.園で食べたことを家庭で子供が話をし、その内容を保護者が知らせ
てくれるので園と家庭が共有することができた。

・発達段階に応じて、遊具や用具、素
材などを十分に準備し、子供達の興味
や関心の幅が広がるようにする。

子供の興味や関心、成長にあった用具や素材をすぐに遊びに取り
入れられるように準備し、遊びの動線に配慮した。

・遊びや生活を通して、クラスや異年齢児
の友達に親しみの気持ちをもったり、自分
の気持ちを伝えたり、相手の気持ちに気づ
いたりできるようにする。

朝の好きな遊びをする時間について職員間で共通理解できるよう
心掛けた。異年齢児とのかかわりや友達とのかかわりを見守り、時
には共感していきながら、様子を職員間で伝え合えるようにして
いった。

地域にある施設に出掛けたり、地域の
方と触れ合ったりする中で、親しみの
気持ちをもてるようにする。

地域にある、消防署や給食センターに出掛けたり、地域の方と直
接触れ合ったりする経験を通して、地域の方々に親しみをもち、人
と関わることの楽しさや感謝の気持ちが育つようにしている。

・隣接する小学校との交流を通して、
小学校への期待をもったり、幼稚園以
外の友達と関わったりする楽しさを味
わえるようにする。

年長・年中児と5年生との交流遊びを子供達はとても楽しみにしている。交
流での経験が、小学校のお兄さんお姉さんへの憧れの気持ちをもったり小
学校を身近に感じたりするようにしている。

・遊び込める時間を十分に取り、自発
的な遊びがうまれる環境を工夫する。

園庭や園内の環境を見直し、子供の様子を見ながら話し合い環
境を工夫していった。

・自分の興味や関心のあることに主体
的に取り組みながら、自尊心や思いや
り、粘り強さ、人との協調性などが身
に付けられるようにする。

成長の場面をしっかり見とることができるように、子供達の内面を見
る意識をした。また、主体的な姿とはどういう姿なのかについて職
員で話し合い共通理解していった。

・子供の育ちを多面的にとらえ、保護
者との連携を大切にしていくようにす
る。

子供の育ちを、園だよりクラスだより、HP等で伝えたり、直接保護
者に伝えたりしながら信頼関係を築き、連携をとっていくようにし
た。

「主体的に遊ぶ子供を育む」という夢プランにそい、先生方が子供達の一人一人の気持ちに寄り添ってくれることで自分自身で
やりたい遊びを考えていくことが、自信につながっていると感じました。のびのびと遊ぶ中で、異年齢の交流が自然と芽生え関わ
り合えることも魅力的だと思いました。

様式Ｂ

教育目標　　健康で明るくたくましい子供を育てる

　　令和7年度　  幼稚園　ゆめプラン評価公表シート

学校（幼稚園）関係者評価委員による自己評価の検証

保護者アンケート集計結果の比較から見えてきた成果や課題
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すべての項目において高評価をいただいた。園での教育内容を保護者に理解していただくために、対話を心がけ、クラスだより
や掲示・HP等で伝えていった。全職員が子供の姿について共通理解ができるよう、会議だけでなく普段から、話し合える意識も
もった。一つ一つの積み重ねが、保護者の理解につながり高評価をいただけたと考える。アンケート集計結果から、地域に関す
る項目についての理解が少し足りなかったように感じるので、来年度は、もう少し伝え方を考えていきたい。

今年度も「主体的に遊ぶ子供を育む」～一人一人の思いを大切にしながら子供と共に創る環境～を研究主題に掲げ、取り組んできた。子供の
声に耳をかたむけ、その閃きや姿の変化を丁寧に捉え、その都度環境を見直し工夫してきた。また、一人一人の思いを大切にし、安心して自
己を発揮できるよう、子供のありのままの姿を受け止めるようにしてきた。その積み重ねが、子供のありのままの姿を理解することにつながったと
思われる。今後も、一人一人の思いを大切にすると共に、現在の環境のよさを大切にしながら、子供の姿に応じて柔軟に環境を変化させ、継続
的に検証していきたい。

今年度の取組の成果と課題･今後の改善方策


